
地面 水平（GPS): 5.3 m

沈下（GPS)
    : 1.2 m

全体の変動量（GPS): 5.4 m

約４ｍ

SAR 干渉解析で

計測される変動量

観測日：
2010/10/28-2011/03/15
　

観測日：
2011/02/02-2011/03/20
　

電波照射方向

衛星進行方向

オフナディア角：34.3°

北行軌道

合成開口レーダー（SAR）と電子基準点（GPS連続観測点）
の融合解析による地殻変動

衛星視線方向の
　　　変位量約1m

衛星視線方向の
　　　変位量約2m

衛星視線方向の変位量約3m

Analysis by GSI from ALOS raw data of JAXA, METI

観測日：
2010/09/29-2011/04/01
　

※この図は観測地点の西側上空を飛行する人工衛星と地表面の距離の変化量を示しています。なお、GPS
連続観測による地殻変動は、牡鹿半島で本震発生時に東南東方向に約5.3ｍの移動、約1.2ｍの沈下でした。

※GPSで求めた
水平変動量約5.3m

観測日：
2011/02/19-2011/04/06
　

観測日：
2011/02/24-2011/04/11
　

3月12日3時59分発生地震(M6.7)
による地殻変動

観測日：
2011/01/11-2011/04/13
　　

高精度軌道情報使用

衛星視線方向の変位量約4m

−11.8 0 11.8

遠ざかる（沈降/東）近づく（隆起/西）

衛星ー地表視線方向の変位量 [cm]

観測日：
2011/03/03-2011/04/18

3月19日18時56分発生地震(M6.1)
による地殻変動

4月11日17時16分発生地震(M7.0)
等による地殻変動

衛星視線方向の
　　　変位量約1m


